
書式第 8号 (法第 10条 ・第 25条関係 )

設立・定款変更用

令和 6年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人 エンジニアインデックス

1 事業実施の方針

令和 6年度は児童向け工作キット及び類似事業についての調査研究を行い、工作イベン トの効果的な

実施方法を構築 し、児童向け工作イベン トの開催を行 う。また、本事業についてフイー ドバ ックを行い、

次年度以降のイベン ト開催へ向け実施方法の改善を行 う。

科学技術の振興を目的とし、一般市民を対象 とした展示会も開催する。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 36 】千円 )

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【   】千円)
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書式第8号 (法第 10条・第25条関係)

令和 7年度 事 業 計 画 書

特定非営利活動法人 エンジニア ンデックス

1 事業実施の方針

令和 7年度は前年度に引き続き児童向け工作キット及び類似事業についての調査研究を行い、前年度

から実施方法を改善した うえで児童向け工作イベントの開催を行 う。また、本事業についてフィー ドバ

ックを行い、次年度以降のイベン ト開催へ向け実施方法の改善を行 う。

科学技術の振興を目的とし、一般市民を対象とした展示会も開催する。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 36 】千円 )

ヽ_′

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【   】千円)
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書式第 9号 (法第 10条・第25条関係)

令和6年度 '舌動予算書 (その他事業がム塾場合)

特定非営利活動法人エンジエアインデ ックス

金  額   :  」ヽ計・合 :|iキ ロ

4.000

160.000

154.OOO

A 常

4●111も

|し[1み黛闊 業1虜禽雇僣よる
'業

2 受取寄附金

受取寄FI●

施設年■ lr丈 rl1111,益

3 受取助成金等

そ●綺助●

4.(,00

150.000

0 その他の収益

受取■1包

経 常 収 益 計

1 受取会費

正会員受取会賀

賛助会員受取全贄

36.000

O

06.000

36.000
,理 貴計

1,■ 貴

l_||イ ,「

0

0

0

0

0

25.000

11.000

(2)その他経費

,1,粍 品費

水道光然■

遜r_運搬☆

地代家賃

旅費交通費

減価償却費

経 常 費 用 計

【8】 経 常 贄 用

(1)人件贅

給料手当

役員報酬

退職給付贅川

1‐ 利厚生☆

(2)その他饉彙

会議費

,旅 費交通費

't設

等評1li費 用

減価憤却費

印刷製本費

消耗品費

会場費

2 管理贅

(1)人件■

役員報酬

給11手 当

送腋給

“

,費ハl

,Ⅲ利厚生費

118 000当 期 経 常 増 減 額 【A】 ―

“

コ

経 常 外 収 薔 訃

【C】 経 常 外 収 益

【D】 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 :+

`
当 期 経 常 外 増 減 額 【C】 ― 【D】

118.000

70.000

O

41.000

税 引 前 当 翔 正 味 財 産 11滅 額 CI+②

財 産 額正次

0

イ11ヽ■及び事業■ ・・・



書式第 9・;(法 第 10条・第 25条関係)

令和7年度 活動予算書 (その他事業が生壼場合)

特定非営利活動法人エンジニアインデ ックス _
円

_ヽ/

科 自 金  額 小計・合計

受取奎賣

工会員受取

賛1',全 員受

1 000

|.000

費

や

会

会

取

160.000

150.000

2 受取寄附金

受il入 牛附全

0 受取助成全等

■11補 助0

4●

111111』校〔
:芳

::灘 1(:耀ll彗丸禽竃奄よる事業

収 益

151.000

A

経 常 収 益 計

06.000

0

O

36.000

36.OOO

1ヽ ■卦 1.

5 その他の収益
.■ 取利や

0

O

0

0

25.000

11,000

(2)その他経費

,|:〔品費

水道光熱費

迪rl運搬費

地代家賃

',“

贅交通費

減価償却費

経 常 費 用 計

【B】 経 常 費 用

(1)人件費

給‖千当

`,1ミ

螢,1,1

■職細 十費用

Ii利 l.′ ■費

1 事業贅

(2)そ の他継贄

会議費

旅費交通費

施´ヽ千価費用

波価償却費

印刷製本費

||,耗 品費

会場贅

2 管理量

(1)人件賣

役員報副

給料子■

遮螢給付費用

福利厚生費

116.000当 期 経 常 増
=額

【A】 ―

"』

経 常 外 収 益 計

【c】 経 常 外 収 姜

固定資産売却損

災常損失

過年度損益修■E損

【D】 経 常 外 費 用

経 常 外 費 用 計

2当 期 経 常 外 増 減 饉 【C】 ― 【D】

115.000

70.000

41.000

86 000

税 引 前 当 期 正 味 財 産 増 減 額 ○つ … ③

+次 期 繰 越 正 味 財 産 機
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法人■.仁 1ヽ |[及 び1,Xl,[ ・・


